
全国大会にむけて激励のため山崎町長が築山さん宅を訪問しました。

　
７
月
の
お
誕
生
日
で
1
0
0
歳
を
迎
え
ら
れ
た
淺
山
夏
子
さ
ん
（
原
）
に
、
山
崎

町
長
か
ら
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
淺
山
さ
ん
は
、
津
山
市
で
お
生
ま
れ
に
な
り
、
23
歳
で
ご
結
婚
を
さ
れ
た
そ
う
で

す
。
最
初
の
お
子
さ
ん
の
臨
月
に
差
し
掛
か
っ
た
頃
召
集
令
状
が
届
き
、
泣
く
泣
く

ご
主
人
を
送
り
出
さ
れ
た
そ
う
で
す
。
そ
の
後
、
ご
長
女
を
出
産
さ
れ
て
か
ら
は
戦

地
へ
写
真
や
手
紙
を
送
ら
れ
、
近
況
を
知
ら
せ
て
い
た
そ
う
で
す
。
終
戦
を
迎
え
、

や
っ
と
帰
っ
て
く
る
と
喜
ん
だ
の
も
束
の
間
で
、
体
の
弱
か
っ
た
ご
主
人
は
帰
郷
が

許
さ
れ
ず
シ
ベ
リ
ア
に
行
く
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
、
そ
の
ま
ま
戦
死
が
言
い
渡
さ

れ
た
そ
う
で
す
。
形
見
も
無
か
っ
た
た
め
、
「
召
集
令
状
を
持
っ
て
来
た
職
員
を
当

時
感
情
的
に
責
め
て
し
ま
っ
た
け
れ
ど
も
、
後
に
冷
静
に
な
っ
て
み
る
と
す
べ
て
の

状
況
を
知
っ
て
対
応
さ
れ
て
い
た
の
だ
か
ら
、

本
当
に
相
手
も
辛
か
っ
た
と
思
う
。
今
で
も

責
め
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
悔
や
ん
で
い
る
。」

と
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
ご

主
人
の
弟
さ
ん
よ
り
「
一
緒
に
子
ど
も
を
育

て
よ
う
。」
と
求
婚
さ
れ
、
３
人
の
お
子
さ
ん

に
も
恵
ま
れ
、
現
在
は
長
男
ご
夫
婦
と
一
緒

に
生
活
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ご
長
女
が
72
歳
の
時
、「
遺
族
会
で
シ
ベ
リ

ア
の
お
父
さ
ん
の
お
墓
を
訪
問
し
た
い
。」
と

名
乗
り
出
て
く
れ
、現
地
で「『
お
父
ち
ゃ
ん
』

と
叫
ん
で
き
た
よ
。」
と
聞
か
れ
た
と
き
は
、

本
当
の
供
養
が
で
き
た
と
涙
が
止
ま
ら
な

か
っ
た
そ
う
で
す
。「
戦
争
は
い
け
な
い
。
二

度
と
こ
ん
な
思
い
を
す
る
人
は
出
て
ほ
し
く

な
い
と
強
く
願
っ
て
い
る
。」
と
お
っ
し
ゃ
っ

て
い
ま
し
た
。

　
ご
長
寿
の
秘
訣
を
う
か
が
っ
た
と
こ
ろ
、

「
私
を
大
き
く
し
て
く
れ
た
親
に
対
し
て
常

に
感
謝
し
て
い
る
。
人
を
恨
ん
だ
り
妬
ん
だ

り
せ
ず
、
前
向
き
に
生
き
る
こ
と
を
心
掛
け

て
き
た
。」
と
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
現

在
は
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
大
変
楽
し
み
に
さ
れ

て
お
り
、
「
ま
だ
ま
だ
笑
顔
で
長
生
き
し
ま

す
。」
と
意
気
込
み
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
ま

し
た
。 1

0
0
歳
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
10
月
に
鹿
児
島
県
で
開
催
さ
れ
る
、
第
12
回
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
の
岡
山
県
内

最
終
選
抜
審
査
会
が
真
庭
市
の
全
農
岡
山
県
本
部
総
合
家
畜
市
場
で
行
わ
れ
、
富
西

谷
の
築
山
健
さ
ん
の
和
牛
が
第
2
区
（
若
雌
の
１
、
生
後
14
か
月
〜
17
か
月
未
満
）
の

代
表
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
全
国
大
会
は
5
年
に

1
度
開
か
れ
、
和
牛
の

改
良
の
成
果
や
優
秀
性

を
競
い
ま
す
。
第
１
回

大
会
は
岡
山
県
で
開
か

れ
ま
し
た
。

　
築
山
さ
ん
が
出
品
し

た
「
む
ね
や
ま
ぶ
き
」

号
は
、
岡
山
県
の
基
幹

種
雄
牛
「
美
恵
茂
」
が

父
牛
で
、
発
育
に
優
れ
、

体
深
と
体
伸
も
充
分
で
、

後
躯
の
充
実
も
良
く
、

若
雌
と
し
て
の
品
位
に

富
ん
だ
と
こ
ろ
が
評
価

さ
れ
ま
し
た
。

鏡
野
町
の
和
牛
、
全
国
大
会
出
場
へ

　
７
月
15
日
㈮
、
令
和
４
年
度
区

長
幹
事
会
に
お
い
て
、
鏡
野
町
区

長
会
表
彰
と
し
て
下
小
座
区
長
の

有
元
充
さ
ん
他
1
名
が
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
表
彰
は
鏡
野
町
区
長
会
の

会
員
（
区
長
）
と
し
て
7
年
以
上

現
職
に
あ
る
方
を
表
彰
す
る
も
の

で
す
。

　
今
後
と
も
鏡
野
町
区
長
会
発
展

の
た
め
、
ご
尽
力
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

香
北
小
学
校
地
域
学
習

　
７
月
７
日
㈭
、
岩
屋
地
域
で
香
北
小
学
校
の
地
域
学
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
小
学
校
の
児
童
や
教
員
を
含
め
た
地
域
住
民
が
参
加
し
、
岩
屋
神
社
で

「
百
万
遍（
ひ
ゃ
く
ま
ん
べ
ん
）」
体
験
や
、「
岩
屋
の
カ
ツ
ラ
」
の
見
学
を
行
い
ま

し
た
。

　
百
万
遍
と
は
、
参
加
者
が
円
形
に
座
り
10
m
を
超
す
大
数
珠
を
念
仏
を
唱
え
な
が

ら
回
し
て
い
き
、

悪
疫
退
散
、
村
内

安
全
を
祈
っ
て
行

う
夏
の
行
事
で
す
。

岩
屋
の
カ
ツ
ラ
は

神
社
裏
の
「
岩
屋

の
森
」
に
あ
る
樹

高
約
20
m
、
幹
周

り
約
15
m
、
推
定

樹
齢
7
0
0
年
と

も
い
わ
れ
て
お
り
、

町
の
天
然
記
念
物

に
も
指
定
さ
れ
て

い
る
樹
木
で
す
。

令
和
４
年
度
　
鏡
野
町
区
長
会
表
彰
式

第
33
回  

美
作
地
区
中
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

日
　
時
：
７
月
24
日
㈰

場
　
所
：
津
山
総
合
体
育
館

◇
女
子
ダ
ブ
ル
ス

優
　
勝
：
小
山
凜
心
（
鏡
野
中
学
校
）・

　
　
　
　
坂
本
美
海
（
鏡
野
中
学
校
）

第
３
位
：
島
田
珠
羽
（
鏡
野
中
学
校
）・

　
　
　
　
杉
山
瑠
花
（
鏡
野
中
学
校
）

美
作
地
区
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
交
歓
大
会

日
　
時
：
７
月
30
日
㈯

場
　
所
：
勝
田
総
合
運
動
公
園

第
３
位
：
鏡
野
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

す
え
木
工
杯
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
交
歓
大
会

日
　
時
：
８
月
７
日
㈰

場
　
所
：
勝
北
総
合
運
動
公
園

第
３
位
：
鏡
野
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

令
和
４
年  

鏡
野
町
町
民
軟
式
テ
ニ
ス
大
会

日
　
時
：
７
月
31
日
㈰

場
　
所
：
鏡
野
町
町
民
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

◇
男
子
の
部
（
13
チ
ー
ム
参
加
）

優
　
勝
：
池
田
　
光
毅
・
池
上
　
高
司

第
２
位
：
岡
田
　
芽
依
・
小
林
　
康
平

第
３
位
：
為
貞
　
祐
玖
・
岡
田
　
陸
斗

第
３
位
：
田
渕
　
栄
治
・
今
後
　
大
輝

◇
女
子
の
部
（
11
チ
ー
ム
参
加
）

優
　
勝
：
福
井
　
彩
水
・
坂
田
　
朋
果

第
２
位
：
杉
本
　
夕
祈
・
植
山
　
心
絵

第
３
位
：
山
内
　
結
現
・
牧
野
　
心
美

第
３
位
：
中
矢
　
唯
花
・
伴
　
奈
々
美

J
A 

p
r
e
s
e
n
t
s 

久
米
チ
ャ
レ
ン
ジ
カ
ッ
プ
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

日
　
時
：
７
月
17
日
㈰

場
　
所
：
久
米
総
合
文
化
運
動
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

優
　
勝
：
鏡
野
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
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